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三人

（2月1日現在）

24，682人

27，819人

52，501人

数
15，117

45人増

71人増

116人増

47増

男
女
計
鵬

が盛報ひゆう

（写真＝細島小で行われた火災防ぎよ訓練）

〃
生
活
の
一
部
に
し
よ
う

火
の
点
検
〃

　
こ
と
し
も
二
月
二
十
八
日
か
ら
三
月
十
三
日
ま
で

春
の
火
災
予
防
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
前
半
の
一
週
間
は
車
両
お
よ
び
林
野
へ
の
防
火
、

後
半
は
一
般
建
物
の
防
火
を
呼
び
か
け
ま
す
。

　
火
事
は
、
家
や
財
産
を
一
瞬
の
う
ち
に
灰
に
し
、

き
ら
に
尊
い
命
ま
で
奪
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
春
の
陽

気
に
つ
ら
れ
〃
つ
い
油
断
し
た
ば
っ
か
り
に
…
〃
と

い
う
こ
と
の
転
’
5
い
よ
う
、
も
う
一
度
火
の
元
を
確
か

め
て
く
だ
さ
い
。

　　　一今月の納付一

◎固定資産税　　　　第4期
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昭
和
四
十
九
年
度
の
市
の
公
共
事
業
は
ど
ん
な
も
の
が
あ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

住
宅
、
道
路
、
土
地
区
画
整
理
事
業
、
第
二
次
農
業
構
造
改
善
事
業
…
…
…
。

ま
た
、
下
水
道
事
業
と
大
型
ゴ
ミ
焼
却
場
建
設
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
水
槽
な
ど

の
消
防
施
設
も
つ
く
ら
れ
、
平
岩
か
ら
南
部
に
の
び
る
遊
歩
道
も
一
部
完
成
、
大

王
谷
公
園
事
業
も
す
す
ん
で
い
ま
す
。

　
総
需
要
抑
制
下
の
公
共
事
業
で
す
が
年
度
当
初
に
計
画
さ
れ
た
事
業
は
ス
ム
：

ズ
に
す
す
ん
で
い
ま
す
。
事
業
の
一
部
を
写
真
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

昭和50年2月号

財光寺の大原住宅、鉄筋5階建、3棟、60世帯が入居で

きます。ほとんど完成しました。工事費はおおよそ2億

2千5百万円。3月末までには入居できる予定です。

美々津公民館に隣接してつくられた児童

遊園地。ブランコ、シーソー、象さんの

すべり台、砂場などがあります。各地区

ごとに子どもの遊び場がっくられていま
す。

、

　
大
王
谷
小
学
校
の
体
育
館
。
見
は
ら
し
の
よ
い
高

台
に
立
派
な
体
育
館
が
で
き
ま
し
た
。

　
日
知
屋
小
学
校
に
は
鉄
筋
三
階
建
て
の
校
舎
が
増

築
さ
れ
て
い
ま
す
。

@
、

1

平岩小学校のプール。6コース25㍍。

平岩小学校のほか塩鯨・学校、細島小

学校にも同じ型のプールができました

この組立て式プールは、三校分あわせ

て約2千百万円。浄化装置も付けられ

た近代的なプールです。

露
驚

壽
騨
、
皿
棋

罵鯉

蕩

、

「
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移
動
相
談
所
を
開
設
中
で
す

　
市
で
は
、
さ
き
に
「
市
県
民
税
等
申

告
書
」
、
　
「
申
告
書
の
書
き
方
」
な
ど

を
郵
便
で
お
送
り
し
ま
し
た
が
届
い
た

で
し
ょ
う
か
。

　
も
し
届
か
な
い
よ
う
で
し
た
ら
、
ご

め
ん
ど
う
で
も
、
市
税
務
課
（
各
支
所

）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
申
告
書
の
内
容
が
複
雑
で
す

の
で
、
市
で
は
、
み
な
さ
ん
の
ご
相
談

に
応
じ
る
た
め
、
去
る
十
七
日
か
ら
「

市
県
民
税
申
告
相
談
所
」
を
開
設
い
た

し
て
お
り
ま
す
。
も
よ
り
の
相
談
所
を

申告相談所開設日程表

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
申
告
に
あ
た
っ
て
は
つ
ぎ
の

こ
と
に
留
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
告
書
の
提
出
期
限
　
三
月
十
五
日

　
　
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

　
が
申
告
を
し
な
い
と
、
い
ろ
い
ろ
の

　
特
典
（
た
と
え
ば
、
年
金
受
給
、
保

　
険
給
付
、
融
資
用
証
明
、
住
宅
入
居

　
保
育
所
入
所
関
係
、
営
業
開
業
証
明

　
な
ど
…
…
）
が
受
け
ら
れ
ず
、
た
い

　
へ
ん
不
利
に
な
り
ま
す
の
で
、
忘
れ

　
ず
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
告
相
談
所
に
持
参
す
る
も
の

　
◎
印
鑑

　
◎
家
族
の
氏
名
、
生
年
月
日
の
わ
か

　
　
る
も
の

　
◎
国
民
健
康
保
険
税
の
領
収
書
お
よ

　
　
び
国
民
年
金
納
付
証
明
書

　
◎
医
療
費
や
生
命
保
険
料
の
領
収
証

　
　
明
書
、
そ
の
他
必
要
経
費
の
認
定

　
　
に
必
要
な
領
収
書
お
よ
び
関
係
書

　
　
類

　
◎
そ
の
他
所
得
の
算
定
上
必
要
な
関

　
　
係
書
類

月日陶時　間i場　所

一　　　“

・・i月1…一1…　　l　l

．勤労青少年体育

　　　1T4i火1　．　l　　I　　…
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9
．
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0
～
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3．10
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m 　　　　　l

・11 冝c一1…舗公民館

　　　　iX．30～16．001原町公民館　　　　1

i5．12 水l

@l 1500～150・睡看護学校

lP30～1500i富島漁協
3．13
木
1
1500～1500i細島支所

蜘～1ム・・i江良公民館
3．14

@　2

1金
　　　1V　　　　永江公民館　　　：

乙151土i9・・一12・・1税務課

く！し正通報は
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『画痘請妨罎
　」■■臥サ醐轡禰

、
　
ε
．

　
五
百
四
十
二
回
…
こ
れ
は
昨
年
一
年

間
に
日
向
市
消
防
署
の
救
急
車
が
出
動

し
た
回
数
で
す
。

　
私
た
ち
の
切
な
る
願
い
も
む
な
し
く

悲
惨
な
交
通
事
故
は
毎
日
の
よ
う
に
発

生
し
て
お
り
、
き
ょ
う
も
ま
た
救
急
車

が
出
動
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
消
防
署
に
は
二
台
の
救
急
車

が
待
機
し
て
い
ま
す
が
、
最
近
は
、
交

通
事
故
、
急
病
人
、
労
働
災
害
な
ど
病

人
と
負
傷
者
の
救
出
業
務
が
ふ
え
、
こ

の
二
台
が
同
時
に
出
動
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
救
急
車
は
、
み
な
さ
ん
か
ら
ご
連
絡

が
あ
れ
ば
い
つ
で
も
出
動
し
ま
す
が
、

通
報
の
中
に
は
誤
報
や
虚
報
等
の
件
数

も
増
加
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
つ
ぎ
の

事
項
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
正
し
い
通

報
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
救
急
業
務
の

　
　
　
対
象
と
な
る
事
故
と
は

救急出動回数

昭和45年　364鳳

昭和46年　454回

昭和47年　502回

昭和48年　597回

昭和49年　542回

①
災
害
に
よ
り
生
じ
た
事
故
（
火
災
、

　
水
害
、
地
震
等
に
よ
る
事
故
）

②
屋
外
に
お
い
て
生
じ
た
事
故
（
交
通

　
事
故
、
工
事
中
の
事
故
等
）

③
公
衆
の
出
入
り
す
る
場
所
に
お
い
て

　
生
じ
た
事
故
（
興
行
場
、
学
校
、
百

　
貨
店
、
競
技
場
等
の
事
故
）

④
屋
内
の
事
故
の
う
ち
救
急
隊
に
よ
る

　
搬
送
を
必
要
と
す
る
事
故
（
屋
内
作

　
業
中
の
事
故
、
ガ
ス
中
毒
等
の
事
故

　
）

遍
報
の
し
か
た
は

①
場
所
（
わ
か
り
に
く
い
と
こ
ろ
は
目

　
標
物
）

②
事
故
の
状
態

㈹
傷
病
者
の
数
と
程
度

⑤
年
齢
、
性
別

④
通
報
者
の
住
所
、
氏
名

　
な
ど
を
1
1
9
番
に
通
報
し
て
く
だ

さ
い
。

　
お
互
い
が
救
急
車
の
〃
ご
や
っ
か
い

”
に
な
ら
な
い
よ
う
、
日
ご
ろ
じ
ゅ
う

ぶ
ん
注
意
す
る
と
と
も
に
、
救
急
車
の

出
動
要
請
に
つ
い
て
も
よ
ろ
し
く
ご
協

力
く
だ
さ
い
。
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日

昭和50年2月号

薗
＝
■
摺σ

＝
口

‘
．0

3月15日までに申告と納税を／

　
二
月
十
六
日
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で
は
、
所
得
税
の
確
定
申
告
の
時
期
で
す
。
期

限
間
近
に
な
り
ま
す
と
税
務
署
の
窓
口
が
た
い
へ
ん
混
雑
し
、
長
い
間
待
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
申
告
は
で
き
る
だ
け
早
め
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い

　
今
月
は
、
延
岡
税
務
署
で
、
所
得
税
の
確
定
申
告
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
い

ろ
い
ろ
だ
ず
ね
て
み
ま
し
た
の
で
、
お
も
な
内
容
を
お
し
ら
せ
し
ま
し
、
“
う
。

申
告
は
三
月
十
五
日
ま
で
に

1
こ
ん
な
人
は
確
定
申
告
を
i

■
一
般
の
人

　
一
年
間
（
一
月
～
十
二
月
〉
の
収
入

か
ら
経
費
を
差
し
引
い
た
も
の
が
所
得

で
す
。

　
こ
の
所
得
か
ら
基
礎
控
除
や
配
偶
者

控
除
、
扶
養
控
除
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
控

除
を
差
し
引
い
て
も
、
ま
だ
所
得
の
あ

る
人
■
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

　
ほ
と
ん
ど
の
人
は
、
年
末
調
整
で
済

ん
で
い
ま
す
か
ら
申
告
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
給
料
以
外
の
所
得
が
年
問

十
万
円
を
超
え
る
人
や
ニ
ヵ
所
以
上
か

ら
給
料
を
も
ら
っ
て
い
る
人
、
ま
た
給

料
の
収
入
が
八
百
万
円
を
超
え
る
人
は

確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

確
定
申
告
を
す
る
に
は

二
所
得
税
は
、
自
主
申
告
・
自
主
納
税

∂
制
変
で
す
。
自
分
で
所
得
を
計
算
し

て
正
し
い
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
告
書
の
用
紙
は

　
申
告
書
用
紙
は
、
税
務
署
の
ほ
か
、

市
役
所
税
務
課
の
窓
口
に
も
用
意
し
て

い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
申
告
書
の
提
出
は

　
申
告
書
は
、
あ
な
た
の
住
所
地
の
税

務
署
（
延
岡
税
務
署
）
へ
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　
提
出
期
限
は
、
三
月
十
五
日
ま
で
で

す
。　
な
お
、
確
定
申
告
書
の
提
出
は
、
郵

送
で
も
け
っ
こ
う
で
す
。
ま
た
、
所
得

税
の
確
定
申
告
書
の
「
住
民
税
・
事
業

税
に
関
す
る
事
項
」
欄
の
記
入
を
し
て

お
け
ば
、
　
「
住
民
税
」
お
よ
び
「
事
業

税
」
の
申
告
は
し
な
く
て
も
よ
い
こ
と

に
な
り
ま
す
。

申
告
書
の
書
き
方
が

わ
か
ら
な
い
と
き
は

・
こ
こ
で
相
談
を
：

　
確
定
申
告
の
虫
聞
中
、
つ
ぎ
の
と
こ

ろ
で
納
税
相
談
会
場
が
開
か
れ
ま
す
．
．

ご
都
合
の
よ
い
と
こ
ろ
を
ご
利
用
く
だ

》
．
鳶
、
、
　
も
ち
ろ
ん
無
料
で
す
．

　
な
お
、
相
談
会
場
は
、
三
月
ふ
二
日

か
ら
あ
と
に
な
り
ま
す
と
毎
年
混
雑
し

て
お
り
ま
す
か
ら
、
で
き
る
だ
け
早
め

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

▽
延
岡
税
務
署
1
1
確
定
申
告
の
期
間
中

　
（
二
月
十
七
日
～
三
月
十
五
日
）
、

　
税
務
署
の
職
員
が
ご
相
談
に
応
じ
ま

　
す
。
　
（
場
所
1
1
延
岡
税
務
署
）

▽
日
向
勤
労
青
少
年
体
育
セ
ン
タ
ー
ー

　
三
月
三
日
～
三
月
五
日
の
三
日
間
、

　
税
務
署
、
市
役
所
、
税
理
士
会
の
三

　
者
に
よ
る
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

▽
日
向
市
役
所
一
1
三
月
六
日
～
三
月
十

　
五
日
ま
で
、
市
役
所
税
務
課
に
お
い

て
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

確
定
申
告
で
税
金
が

か
え
り
ま
す

　
給
料
な
ど
か
ら
差
し
引
か
れ
た
（
源

泉
徴
収
）
税
金
や
、
七
月
、
十
一
月
に

納
め
た
税
金
（
予
定
納
税
）
が
納
め
す

ぎ
に
な
っ
て
い
る
人
は
、
確
定
申
告
を

す
る
と
税
金
が
か
え
り
ま
す
。

　
と
く
に
つ
ぎ
の
人
は
、
納
め
す
ぎ
に

な
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
の
で
注
意
し

て
調
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

■
所
得
の
多
く
な
い
人
で
少
額
の
配
当

収
入
が
あ
っ
た
と
き
。

■
サ
ラ
リ
・
・
マ
ン
で
、
財
産
が
災
害
や

盗
難
に
あ
っ
た
り
、
自
分
や
家
族
の
医

療
費
を
多
額
に
支
払
っ
た
り
、
昭
和
四

十
七
年
、
四
十
八
年
、
四
十
九
年
申
に

新
築
．
の
マ
，
・
：
添
…
ム
’
を
持
つ
た
欠
（
西

十
七
年
、
四
十
八
年
に
マ
イ
ホ
：
出
伊
・

持
r
、
一
、
、
許
年
末
の
年
末
調
整
で
手
続

申
告
は
早
目
1
1
一

　
　
ぐ講塩 一

ワ

＿＿」
　　一『

　　→（白

罵
い
尽

＼

き
を
済
ま
さ
れ
た
人
を
除
き
ま
す
。
）

■
昭
和
四
十
九
年
の
中
途
で
退
職
し
、

そ
の
後
就
職
し
な
か
っ
た
人

■
還
付
を
受
け
る
か
た
は
、
税
務
署
や

市
役
所
税
務
課
の
窓
口
に
確
定
申
告
書

の
用
紙
が
置
い
て
あ
り
ま
す
の
で
、
必

要
な
事
項
を
書
い
て
あ
な
た
の
住
所
地

の
税
務
署
（
延
岡
税
務
署
）
に
出
し
て

く
だ
さ
い
。
書
き
方
が
お
わ
か
り
に
な

ら
な
い
と
き
は
、
も
ち
ろ
ん
税
務
署
員

な
ど
が
お
手
伝
い
し
ま
す
．
．
申
告
書
に

は
、
源
泉
徴
収
票
や
領
収
書
、
住
民
票

な
ど
」
書
類
が
必
要
で
す
．

■
納
励
す
ぎ
の
税
金
を
か
え
し
’
、
も
ら

昭和50年2月号

う
確
定
申
告
書
は
、
一
月
一
日
以
降
で

あ
れ
ば
い
つ
出
さ
れ
て
も
け
っ
こ
う
で

す
。
早
く
お
出
し
に
な
る
と
そ
れ
だ
け

早
く
か
え
っ
て
き
ま
す
。
三
月
十
日
以

降
の
申
告
分
は
四
月
に
お
か
え
し
す
る

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け

二
月
中
に
申
告
き
れ
ま
す
よ
う
お
す
す

め
し
ま
す
。

■
お
か
え
し
す
る
金
額
が
三
万
円
以
上

で
、
取
引
銀
行
の
預
金
口
座
へ
の
振
込

み
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
銀
行
名
、

預
金
口
座
番
号
を
記
入
さ
れ
る
と
そ
の

預
金
口
座
へ
振
込
み
ま
す
。
ま
た
、
そ

れ
以
外
の
か
た
は
、
郵
便
局
を
通
じ
て

お
か
え
し
し
ま
す
の
で
、
お
近
く
の
郵

便
局
名
と
郵
便
番
号
を
記
入
し
て
く
だ

き
い
。

税
金
を
納
め
る
と
き

■
税
金
を
納
め
る
と
き
は
、
三
月
十
五

日
ま
で
に
お
近
く
の
郵
便
局
や
銀
行
で

窓
口
に
あ
る
「
一
般
用
納
付
書
」
に
記

入
し
て
納
め
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
あ

な
た
が
申
告
書
を
提
出
し
た
税
務
署
で

も
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

■
振
替
納
税
を
利
用
し
て
い
る
人
は
、

申
告
書
に
同
封
さ
れ
た
振
替
納
付
書
用

紙
に
必
要
事
項
を
書
い
て
申
告
書
に
添

付
し
て
税
務
署
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
一
度
に
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
と

き
は
、
分
割
し
て
納
め
る
（
延
納
）
方

法
も
あ
り
ま
す
。
確
定
申
告
書
で
延
納

の
届
け
出
を
し
て
く
だ
き
い
。
延
納
は

三
月
十
五
日
ま
で
に
第
三
期
分
の
税
金

の
半
分
以
上
を
納
め
、
残
り
の
税
額
は

五
月
三
十
一
日
ま
で
に
納
め
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
な
お
、
延
納
期
聞
中
は
、

年
七
、
三
暫
の
割
合
で
利
子
税
が
か
か

り
ま
す
、
．マ

イ
ホ
ー
ム
を
持
つ
と

住
宅
取
得
控
除
が

広報ひゆうが5

■
新
し
く
家
を
建
て
た
り
、
建
売
住
宅

を
買
わ
れ
た
ら
、
所
得
税
が
安
く
な
る

の
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
床
面
積
が

三
、
三
平
方
好
に
つ
き
千
円
、
最
高
三

勤労学生控除　本人が学生のとき

雑損控除蜷誓災欝にあ・

医願控除瓠婆鯉医者代

損害ﾋ轡li騨聡悟融：

宅命保険料鵬暫毫懲綬取人

社会三二二丁瓠家灘郊・

　　　152，500円

　損害から所得の
10％を弓1し、ナこ残り

医者代から所得の
5％か10万円を引
いた残り

最高　15，000円

最高　50，000円

全　　　　　額

万
円
（
四
十
八
年
以
前
の
も
の
は
最
高

二
万
円
）
ま
で
が
毎
年
、
三
年
間
続
け

て
所
得
税
か
ら
差
し
引
か
れ
ま
す
。

層
こ
れ
を
「
住
宅
取
得
控
除
」
と
い
い

ま
す
が
、
　
「
控
除
」
を
受
け
る
た
め
の

条
件
と
し
て
は
、
①
住
宅
の
床
面
積
が

百
六
十
五
平
方
堀
（
四
十
八
年
以
前
の

も
の
は
百
二
十
平
方
冨
以
下
）
で
あ
る

こ
と
、
②
工
事
完
了
ま
た
は
購
入
し
た

日
か
ら
六
ヵ
月
以
内
に
入
居
し
、
引
き

続
い
て
居
住
す
る
こ
と
な
ど
で
す
。

■
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
、
　
一
年
目
に
確
定

申
告
を
す
れ
ば
、
二
年
目
、
三
年
目
は

「
年
末
調
整
」
の
際
に
で
も
控
除
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

■
確
定
申
告
書
に
、
住
民
票
の
写
し
や

家
屋
の
建
築
確
認
通
知
書
の
写
し
な
ど

を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
夫
婦
共
働
き
で
建
て
た
と
き
は
、
口

入
の
名
義
で
登
記
す
る
と
、
二
人
と
も

「
住
宅
取
得
控
除
」
が
受
け
ら
れ
、
二

人
で
最
高
五
万
円
ま
で
の
控
除
が
受
け

ら
れ
ま
す
、
、

が
所
得
か
ら
差
し
引
か
れ
ま
す
の
で
、

国
税
、
地
方
税
と
も
ぐ
ん
と
安
く
な
り
・

ま
す
，

　
帳
簿
の
つ
け
方
も
、
と
て
も
簡
単
に

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
し
、
わ

か
ら
な
い
か
た
に
は
税
務
署
の
ほ
か
、

商
工
会
議
所
、
青
色
申
告
会
で
専
門
の

係
員
が
指
導
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
山
・
㌔
い
。

　
青
色
申
告
を
始
め
た
い
と
㍉
、
・
は
、
　
一
．

青
色
申
告
を
し
ま
す
」
と
い
う
申
請
書

を
、
三
月
十
五
日
ま
で
に
税
務
署
へ
出

し
て
く
ゼ
き
い
。

所得控除のいろいろ

確定申告書での　　こんなと　き
名　一．＿麹．差一引かれる

基　礎；．控　除　だれでも一定額

所得から差引か
れる金額

　232，500円

232，500円

220．000円

257，5DO円

152，500円

227，500円

152．500円

152，500円

配偶者控除　配偶者があるとき

扶養控除馨羅鰍養し

（老人扶養控除）…罐葵鯉製上

覧者控除：ﾖ携瓢轟
（特別障害者）．特にひどい障害者

寡婦控除謝轍乞子離

老二三r ﾏ人が繊以上のと

青
色
申
告
で

経
営
の
合
理
化
を

　
南
九
州
で
は
、
営
業
な
ど
で
確
定
謹

告
を
し
て
い
る
人
の
お
よ
そ
三
分
の
二

が
青
色
申
告
者
で
す
。
こ
れ
は
、
経
営

の
内
容
や
む
だ
な
経
費
が
、
記
帳
す
る

こ
と
で
す
ぐ
に
わ
か
り
、
経
営
の
合
理

化
に
と
て
も
役
立
つ
か
ら
で
す
。

　
税
金
の
面
で
も
、
青
色
申
告
は
四
十

四
も
の
特
典
が
あ
り
、
い
ろ
ん
な
経
費

所
得
控
除
の
い
ろ
い
ろ

　
所
得
税
の
税
額
を
計
算
す
る
と
う
．
・
は

い
ろ
い
ろ
な
控
除
を
差
し
引
い
て
計
算

し
ま
す
．
、
　
般
の
人
に
関
係
の
深
い
「

所
得
控
除
」
を
一
覧
表
（
別
表
）
に
ま

と
め
ま
し
た
。
あ
な
た
の
場
合
は
ど
れ

と
ど
れ
…
に
該
当
す
る
で
し
ょ
う
か
。

贈
与
税
の
申
告
も

三
月
十
五
日
ま
で
に

　
四
十
九
年
中
に
人
か
ら
も
ら
っ
た
お

金
や
財
産
が
四
十
万
円
を
超
え
る
と
き

は
、
贈
与
税
が
か
か
り
ま
す
。
ま
た
、

親
と
子
、
夫
と
妻
の
間
で
も
財
産
の
名

義
を
変
え
た
場
合
に
は
対
象
に
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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昭和50年2月号

（4
獅
P
3
日
1
1
知
事
と
県
会
議
員
4
月
2
7
日
1
1
市
　
会
　
議
　
員
）

　
選
挙
は
民
主
政
治
の
根
本
で
す
。
で

す
か
ら
、
そ
の
選
挙
を
汚
さ
な
い
よ
う

に
、
明
る
く
き
れ
い
な
も
の
に
し
て
、

議
会
制
民
主
政
治
を
守
ろ
う
と
い
う
国

民
運
動
が
、
こ
ん
ど
の
統
一
地
方
選
挙

を
機
会
に
推
進
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
買
収
、
供
応
な
ど
、
悪
質

な
選
挙
違
反
を
な
く
し
、
金
の
か
か
ら

な
い
、
明
る
い
き
れ
い
な
選
挙
を
行
お

う
と
い
う
も
の
で
、
昨
年
十
二
月
に
国

会
で
決
議
さ
れ
、
そ
の
あ
と
、
政
府
で

も
こ
の
決
定
（
閣
議
）
が
行
わ
れ
ま
し

た
。　
四
日
十
三
日
に
は
県
知
事
と
県
議
会

議
員
、
四
月
二
十
七
日
に
は
市
議
会
議

員
の
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
こ
れ
ら
の
選
挙
を
、
私

た
ち
市
民
の
力
で
、
明
る
く
き
れ
い
な

も
の
に
し
た
い
も
の
で
す
。
日
向
市
か

ら
一
件
の
違
反
も
出
さ
な
い
よ
う
、
有

権
者
の
み
な
さ
ん
の
、
い
っ
そ
う
の
自

覚
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
選
挙
の
際
に
よ
く
悶
題
に
な
る
の
が

「
選
挙
権
」
で
す
。
こ
の
「
選
挙
権
」

も
、
選
挙
の
種
類
や
選
挙
人
の
住
所
要

件
な
ど
に
よ
っ
て
行
使
（
投
票
）
で
き

た
り
で
き
な
か
っ
た
り
、
ま
た
選
挙
権

が
あ
っ
て
も
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
な
い
と
投
票
で
き
な
い
こ
と
な
ど

も
あ
り
ま
す
。
地
方
選
挙
に
備
え
て
、

大
事
な
あ
な
た
の
一
票
（
選
挙
権
）
の

有
無
（
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

る
か
ど
う
か
）
を
、
早
め
に
、
市
選
挙

管
理
委
員
会
で
、
確
認
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。

転
入
・
転
出
者
の

選
挙
権
に
つ
い
て

　
転
入
・
転
出
者
で
、
こ
ん
ど
の
選
挙

に
投
票
で
き
る
か
た
、
で
き
な
い
か
た

は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

◎
県
知
事
、
県
議
会
議
員
の
選
挙

　
※
転
入
者
の
場
合

　
　
（
住
所
要
件
）

　
　
　
原
則
と
し
て
、
昭
和
四
十
九
年

　
　
十
二
月
十
七
日
ま
で
に
転
入
届
を

　
　
さ
れ
た
か
た
で
、
引
き
続
き
三
カ

　
　
月
間
本
市
に
住
所
を
定
め
て
い
た

　
　
か
た
は
、
県
知
事
と
本
市
選
出
の

　
　
県
議
会
議
員
選
挙
に
投
票
で
き
ま

　
　
す
。

　
　
　
昭
和
四
十
九
年
十
二
月
十
八
日

　
　
以
後
の
転
入
者
で
、
転
入
前
の
住

　
　
所
が
本
県
内
に
あ
っ
た
人
は
、
前

　
　
住
所
地
で
投
票
で
き
る
は
ず
で
す

　
　
（
本
市
発
行
の
証
明
書
が
必
要
）

　
　
が
、
　
（
前
住
所
地
の
住
所
要
件
、

　
　
選
挙
人
名
簿
の
関
係
も
あ
っ
て
）

　
　
投
票
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す

　
　
か
ら
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
ご

　
　
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　
（
年
齢
要
件
）

　
　
　
選
挙
の
当
日
に
満
二
十
歳
に
な

　
　
る
人
は
投
票
で
き
ま
す
。
し
か
し

　
　
前
記
の
住
所
要
件
は
満
た
し
て
い

　
　
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
※
転
出
者
の
場
合

　
　
（
住
所
要
件
）

　
　
　
昨
年
（
四
十
九
年
）
五
月
三
十

　
　
］
日
以
前
か
ら
日
向
市
に
住
所
が

　
　
あ
り
、
同
じ
く
四
十
九
年
十
二
月

　
　
十
三
日
以
後
、
他
市
町
村
（
県
内

　
　
）
に
転
出
さ
れ
た
か
た
は
、
日
向

　
　
市
で
投
票
で
き
る
は
ず
で
す
。
た

　
　
だ
し
、
転
出
先
の
市
町
村
長
の
居

　
　
住
証
明
書
が
必
要
で
す
。

　
　
（
年
齢
要
件
）

　
　
　
満
二
十
歳
に
な
る
人
も
同
様
で

　
　
す
。

◎
市
議
会
議
員
の
選
挙

　
※
転
入
者
の
場
合

　
　
　
昭
和
五
十
年
一
月
十
五
日
以
前

　
　
に
、
日
向
市
に
転
入
し
、
投
票
日

　
　
当
日
、
住
所
が
日
向
市
に
あ
る
人

　
　
は
投
票
で
き
ま
す
。
投
票
日
当
日

　
ま
で
に
、
満
二
十
歳
に
な
る
人
も

　
同
様
で
す
。

※
転
出
者
の
場
合

　
　
投
票
日
当
日
、
日
向
市
に
住
所

　
を
有
し
て
い
な
い
人
は
、
す
べ
て

　
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

郵
便
に
よ
る
不
在
者

投
票
制
度
に
つ
い
て

　
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
の
制
度
が

で
き
、
こ
ん
ど
の
統
一
地
方
選
挙
か
ら

適
用
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
身
体
が
不
自
由
な
た
め
に

直
接
抄
票
所
に
行
っ
て
投
票
が
で
き
な

い
入
が
、
自
宅
で
投
票
で
き
る
よ
う
に

…
と
い
う
こ
と
で
設
け
ら
れ
た
制
度
で

す
。
し
か
し
、
身
障
者
な
ら
だ
れ
で
も

と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き
る

の
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
か
た
で
す
。

ω
身
体
障
害
者
手
帳
に
、
両
下
肢
、
体

　
幹
、
心
臓
、
じ
ん
臓
、
も
し
く
は
呼

　
吸
器
の
障
害
の
程
度
が
④
両
下
肢
、

　
も
し
く
は
体
幹
の
障
害
に
あ
っ
て
は

　
［
級
、
も
し
く
は
二
級
、
＠
心
臓
、

　
じ
ん
臓
、
も
し
く
は
呼
吸
器
の
障
害

　
に
あ
っ
て
は
一
級
、
も
し
く
は
三
級

　
で
あ
る
人
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る

　
か
た
。
ま
た
は
、
こ
れ
ら
の
障
害
の

　
程
度
が
、
前
記
の
程
度
に
該
当
す
る

　
こ
と
に
つ
い
て
、
県
知
事
が
書
面
に

　
よ
り
証
明
し
た
か
た
。

②
戦
傷
病
者
手
帳
に
、
前
記
の
障
害
の

　
程
度
が
④
両
下
肢
、
も
し
く
は
体
幹

　
の
障
害
に
あ
っ
て
は
特
別
項
症
か
ら

　
第
二
脳
症
ま
で
、
◎
心
臓
、
じ
ん
臓

　
も
し
く
は
呼
吸
器
の
障
害
に
あ
っ
て

　
は
特
別
項
症
か
ら
第
三
項
症
ま
で
と

　
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
か
た
。
ま
た

　
は
、
こ
れ
ら
の
障
害
の
程
度
が
、
前

　
記
の
程
度
に
該
当
す
る
こ
と
に
つ
い

　
て
、
県
知
事
が
書
面
に
よ
り
証
明
し

　
こ
〉
　
，
｝
o

　
ナ
「
z
刀
ナ

　
手
続
き
、
そ
の
他
く
わ
し
い
こ
と
に

つ
い
て
は
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

統
一
地
方
選
挙
日
程

（
予
定
）

▽
三
月
十
一
日
1
1
県
議
立
候
補
説
明
会

　
（
延
岡
市
）

▽
三
月
十
九
日
1
1
知
事
選
挙
告
示
、
知

　
事
選
挙
不
在
者
投
票
開
始
、
選
挙
人

　
名
簿
縦
ら
ん
（
二
十
三
日
ま
で
）

▽
三
月
二
十
五
日
“
市
議
立
候
補
説
明

　
会
▽
四
月
一
日
1
1
県
議
選
挙
告
示
、
県
議

　
選
挙
不
在
者
投
票
開
始

▽
四
月
十
三
日
1
1
知
事
選
挙
お
よ
び
県

議
選
挙
投
票
日

▽
四
月
十
七
日
1
1
市
議
選
挙
告
示
、
市

　
議
選
挙
不
在
者
投
票
開
始
、
選
挙
人

　
名
簿
縦
ら
ん
（
二
十
一
日
ま
で
）

▽
四
月
二
十
七
日
1
一
市
議
選
挙
投
票
日

　
そ
の
他
、
く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
選

挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
市
役
所
二
階

東
側
）
に
お
聞
い
合
わ
せ
く
だ
き
い
。

「

昭和50年2月号

消費者大学が

　　　開催されました

　昭和49年度の消費者大学が、去る4日午後1時から、日

向建設会館で開かれました。これは、県消費生活センター

が、ミかしこい消費者ミづくりの一環として開いたもので

　　　　　　　生活モニターや一般消費者ら約250人の

試
　　　　　　　参加者は、　「これからの消費者運動」に

　　　　　　　ついて講演を聞いたのち、懇談会などで

　　　　　　　有意義な一日を過ごしました。

シロウオとり始まる

ゴミ焼却場の起工式

ノ
　　　　　　　　春の風物詩ミシロウオとりミが、市内

　　　　　　　美々津町の耳川河口で始まりました。シ

　　　　　　　　ロウオは、毎年2～3月ごろはなると産

卵のため、みち潮にのって川にのぼってくるもので、タモ

網ですくいあげると体長3～4センチの透明のシロウオが

たくさんとれます。シロウオは、すいもの料理等のほか、

ミおどり食いミなどが食通の人気を呼んでいます。

　日向・東郷衛生施設組合の大型ゴミ焼却場が、市内西川

内に建設されることになり、去る1月29日現地に関係者が

集まり、起工式が行われました。このゴミ焼却場は、工費

3億9千万円をかけ、来年の2月に完成

1頸際騨鐸蓬∠ζ

広報ひゆうが7

寒さに負けず

膿齋論繋讐＼；
いま学校の話題になっています。この子

どもは、日工屋小4年5組の柏田芳徳くんで、昨年は半そ

でシャツ、ことしはランニングシャツで元気に毎日を過ご

しています。芳徳くんは「小学校を卒業するまでランニン

グシャツを続けます…」と語っていました。

休
日
の
当
番
医
を

　
知
り
た
い
と
き
は
：
．

　
日
向
保
健
所
で
は
、
三
月
一
日
か
ら

休
日
の
在
宅
医
を
知
ら
せ
る
テ
レ
ホ
ン

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
す
。

　
こ
の
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
は
、
休
日

に
救
急
患
者
が
発
生
し
た
場
合
、
電
話

一
本
で
即
時
に
在
宅
医
師
が
わ
か
る
シ

ス
テ
ム
で
す
。

　
な
お
、
こ
の
テ
レ
ホ
ン
サ
…
ビ
ス
が

取
り
扱
う
在
宅
医
師
の
案
内
は
、
休
日

に
救
急
を
要
す
る
病
気
等
に
か
か
っ
た

場
合
に
限
り
ま
す
。

　
日
向
保
」
健
陣
所
内
に
設
　
置
さ
れ
る
テ
レ

ホ
ン
番
号
は
③
＝
二
四
番
で
す
。

　
こ
の
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
》

の
お
問
い
合
わ
せ
ば
、
日
向
保
健
所
（

電
話
②
五
一
〇
一
番
）
に
お
願
い
し
ま

す
。

③
1
2
1
4
を
回
す
と

電
話
が
そ
の
日
の
在
宅
医
を

知
ら
せ
ま
す

悉
O

姦
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　　碧

諮

学
生
寮
入
寮
生
募
集

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
千
葉
市
稲
毛

台
町
に
あ
る
財
団
法
人
日
向
育
英
会
学

生
寮
の
入
寮
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
入
寮
資
格

　
①
主
と
し
て
宮
崎
県
に
本
籍
を
有
す

　
　
る
人
で
、
東
京
都
内
お
よ
び
そ
の

　
　
近
郊
に
所
在
す
る
大
学
、
予
備
校

　
　
に
通
学
す
る
男
子
学
生
で
あ
る
こ

　
　
と
。

　
②
現
に
通
学
上
の
住
居
、
下
宿
等
に

　
　
困
窮
し
て
い
る
人
で
あ
る
こ
と
。

　
③
経
済
的
理
由
に
よ
り
入
寮
を
必
要
●

　
　
と
す
る
人
で
あ
る
こ
と
。

　
④
寮
費
等
の
納
入
金
を
支
払
う
能
力

　
　
の
あ
る
父
兄
（
ま
た
は
こ
れ
に
か

　
　
わ
る
人
）
お
よ
び
確
実
な
保
証
人

　
　
が
い
る
人
で
あ
る
こ
と
。

　
㈲
人
物
、
学
業
成
績
が
優
秀
で
あ
り

　
　
心
身
と
も
に
健
康
で
共
同
生
活
を

　
　
営
む
こ
と
の
で
き
る
人
で
あ
る
こ

　
　
と
。

▽
寮
費
等

　
①
入
寮
権
利
金
五
千
円

　
②
食
費
1
1
［
ヵ
月
九
千
円
（
夕
食
の

　
　
み
）

③
寮
費
1
1
市
内
一
ヵ
月
六
千
円
（
東

　
　
郷
町
、
南
郷
村
含
む
）
、
県
内
一

　
　
ヵ
月
七
千
円
、
県
外
一
ヵ
月
八
千

　
　
円

▽
入
寮
手
続
き
1
1
入
寮
希
望
者
は
、
所

　
定
の
申
込
書
に
つ
ぎ
の
書
類
を
添
え

　
て
、
日
向
市
本
町
十
番
五
号
、
日
向

　
市
教
育
委
員
会
事
務
局
管
理
課
に
お

　
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
①
学
校
長
の
発
行
す
る
学
業
成
績
証

　
　
明
書

②
健
康
診
断
書

　
③
連
帯
保
証
人
に
か
か
る
市
町
村
長

　
　
の
発
行
す
る
源
泉
徴
収
票
お
よ
び

　
　
資
産
証
明
書

④
返
信
用
封
筒
一
通
（
宛
名
を
記
入

　
　
し
、
切
手
を
は
っ
た
も
の
）

▽
入
寮
選
考
瞳
選
考
委
員
会
で
書
類
選

　
考
を
行
い
、
選
考
結
果
に
つ
い
て
は

　
そ
の
つ
ど
通
知
し
ま
す
。

国
民
年
金
納
付
組
合
を

　
　
　
　
　
　
結
成
し
よ
う

　
国
民
年
金
は
、
ご
承
知
の
と
お
り
年

金
額
も
大
幅
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た

が
、
さ
ら
に
今
年
の
九
月
か
ら
、
五
年

年
金
が
十
三
万
五
千
九
百
七
十
六
円
（

十
月
か
ら
十
五
万
穴
千
円
）
、
十
年
年

金
が
二
十
一
万
二
千
四
百
六
十
三
円
、

二
十
五
年
年
金
が
三
十
三
万
九
千
九
百

四
十
円
と
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
年
金
を
受
け

る
に
は
、
一
定
年
間
の
納
付
が
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
し
、
納
付
も
れ
な
ど
未

納
が
あ
っ
て
は
年
金
は
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
。
ま
た
、
毎
月
の
保
険
料
は
わ
ず
か

で
も
納
め
忘
れ
な
ど
で
何
ヵ
月
も
た
ま

る
と
納
め
に
く
く
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
な
く

し
無
理
な
く
納
め
る
に
は
、
近
所
の
人

た
ち
十
人
～
十
五
人
で
納
付
組
合
を
つ

く
る
こ
と
で
す
。
そ
う
す
れ
ば
納
め
忘

れ
な
ど
の
心
配
は
な
く
な
り
、
還
元
金

と
し
て
一
人
年
間
四
百
円
ほ
ど
の
手
当

も
出
ま
す
。

　
納
付
組
合
に
必
要
な
書
類
は
、
係
の

か
で
作
成
し
ま
す
の
で
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
　
　
　
（
市
民
課
国
民
年
金
係
）

二
月
中
は

「
飲
酒
運
転
絶
滅
月
間
」

　
二
月
中
は
「
飲
酒
運
転
絶
滅
月
間
」

で
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
家
庭
、
職
場
、

地
域
で
は
、
つ
ぎ
の
こ
と
を
必
ず
励
行

し
、
飲
酒
運
転
が
絶
対
に
な
く
な
る
よ

う
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◎
飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

◎
乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

◎
運
転
す
る
人
に
酒
を
す
す
め
な
い

生
活
学
校
で
学
ぼ
う
〃
“

　
主
体
メ
ン
バ
ー
募
集
中

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
生
活
学
校
の

主
体
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

　
こ
の
生
活
学
校
と
は
、
市
販
さ
れ
て

い
る
商
品
に
つ
い
て
の
疑
問
や
不
平
不

満
、
ま
た
日
常
生
活
の
中
で
気
づ
い
た

こ
と
、
た
と
え
ば
、
石
油
危
機
以
来
の

資
源
問
題
な
ど
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
対
処
し
た
ら
よ
い
か
を
主
体
メ
ン
バ

ー
と
専
門
メ
ン
バ
ー
（
メ
ー
カ
ー
、
業

者
、
研
究
者
、
行
政
関
係
者
な
ど
）
と

い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
話
し
あ
い
、
学
習

し
、
問
題
を
解
決
し
て
行
こ
う
と
い
う

も
の
で
す
。

　
あ
な
た
も
生
活
学
校
の
メ
ン
バ
ー
と

し
て
、
判
断
す
る
力
や
選
択
す
る
能
力

を
た
か
め
、
主
婦
と
し
て
の
生
活
態
度

を
養
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
月
一
回
の
打
ち
合
わ
せ
会
や
実
態
調

査
を
行
い
、
来
年
の
三
月
ま
で
つ
づ
け

ら
れ
ま
す
。

　
市
内
の
婦
人
な
ら
ど
な
た
で
も
入
校

で
き
ま
す
。
募
集
人
員
は
五
十
人
で
、

定
員
に
な
り
し
だ
い
し
め
き
り
ま
す
．

　
ご
希
望
の
か
た
は
、
ハ
ガ
ギ
に
住
所

氏
名
、
年
齢
を
記
入
し
て
、
市
内
本
町

十
番
五
号
日
向
市
教
育
委
員
会
社
会
教

育
課
あ
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
　
（

電
話
で
も
け
っ
こ
う
で
す
。
）

郷
土
資
料
な
ど
の

保
存
室
が
で
き
ま
し
た

　
世
の
中
が
進
歩
す
る
に
つ
れ
、
だ
ん

だ
ん
と
古
い
物
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
、

こ
の
ま
ま
で
は
過
去
の
生
活
様
式
な
ど

を
知
る
こ
と
も
で
き
な
く
な
る
の
で
は

転
、
5
い
か
と
心
配
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
市
で
は
、

昔
の
生
活
用
品
な
ど
を
た
い
せ
つ
に
保

存
し
、
活
用
を
図
る
た
め
の
資
料
室
を

美
々
津
公
民
館
内
に
設
置
し
ま
し
た
。

　
み
な
さ
ん
の
ご
家
庭
で
、
郷
土
資
料

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
文
化
伝
承
の

た
め
に
も
ご
寄
贈
い
た
だ
｝
・
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
，

　
連
絡
先
は
、
美
々
津
公
民
館
（
電
話

⑥
一
一
〇
一
番
）
ま
た
は
市
教
育
委
員

会
社
会
教
育
課
で
す
。

＝

一
葭

員
三
月
中
一
1

▽
三
月
二
日
1
1
白
石
病
院
（
電
話
門
川

　
③
＝
二
六
五
番
）
、
富
島
診
療
所
（

　
電
話
②
二
二
六
六
番
）
、
此
元
医
院

　
（
電
話
②
五
四
八
八
番
）
、

▽
三
月
九
日
1
1
松
岡
医
院
（
電
話
一
2
五

　
四
〇
七
番
）
、
沼
田
医
院
（
電
話
②

　
三
七
八
五
番
）
、
三
ケ
尻
医
院
（
電

　
話
②
五
五
五
七
番
）

▽
三
月
十
六
日
1
1
浦
上
医
院
（
電
電
②

　
二
九
三
六
番
）
、
山
口
医
院
（
電
話

　
②
二
二
〇
三
番
）
、
田
中
（
眼
）
医
院

　
電
話
②
四
〇
〇
九
番
）

▽
三
月
二
十
一
日
け
寺
尾
医
院
（
電
話

　
門
川
③
一
四
四
七
番
）
、
佐
藤
医
院

　
（
電
話
②
三
三
二
四
番
）
、
児
玉
医

　
院
（
電
話
②
二
五
三
〇
番
）
、
鮫
島

　
病
院
（
電
話
②
四
〇
四
三
番
）

▽
三
月
二
十
三
日
H
和
田
病
院
（
電
話

　
②
二
〇
四
五
番
）
、
滝
井
（
産
）
医
院

　
（
電
話
②
二
四
〇
九
番
）
、
大
平
医

　
院
（
電
話
②
三
三
三
七
番
）

▽
三
月
三
十
日
1
1
三
股
病
院
（
電
話
③

　
○
〇
三
四
番
）
、
今
給
黎
医
院
（
電

　
話
②
二
四
五
九
番
）
、
高
木
医
院
（

　
電
話
②
四
三
一
【
番
）

●

鴨
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